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小松梯川の係留協議を経て、施設の一
部が完成しました。
5月27日　梯川水面利用調整会議幹事会
6月7日　金沢河川国道事務所との会合など

前年度の梯川の係留に関する調整会議を経て、本年5月、
具体的な計画につき検討する幹事会が発足。委員として当

会から吉田副会長ら小松マリンクラブの代表メンバーが参

加。金沢河川事務所をはじめ、石川県、小松市の関係部局や

漁協、町内会らの関係者が召集され、具体案を検討しまし

た。

主な原案は下記となりました。

・ 石田橋から城南橋までの左岸と北陸自動車道橋までの右
岸を小型船暫定係留区域として正式に設定。

・ 整備後重点的撤去区域を設定し、関係者に周知徹底を図
り、無許可係留船として撤去すること。

・ 恒久施設の候補地は、まず安宅漁港と定め、漁港活性化
計画において整備を図る。

・ 暫定係留施設整備は25年度以降、低水護岸工事施工後
順次進める。

6月7日、金沢河川事務所と当会の高嶋会長、吉田副会長
が会合を行い、当会として同計画に協力することとなりまし

た。　

11月30日　梯川鶴が島地区護岸完成式開催

今年度の工事として、城南橋から石田橋間の一部の暫定

係留区域を含む改修工事が完成し、現場で記念式典が行わ

れました。国会議員や県土木部長、小松市長、また地区の

県・市議会議員らが参加し、視察しました。

拡幅護岸工事中の梯川

係留施設整備は受益者負担。小松マリンクラブに
管理を一任。

係留に必要な係船杭は小型用と大型用の2種を準備し、
平常な水面から1.7ｍの高さに揃えました。
利用者の負担は、係留杭などの工事費、および年会費（今

後の恒久係留地整備のための負担金も含む）とし、小松マ

リンクラブが管理することとなりました。

また、将来の恒久対策の検討の一環として、安宅漁協に

も数隻保管することとなりました。

梯川およびその周辺で係留の許可を得られる場がない

かは、長年吉田副会長らが関係各所と数しれず折衝を重

ね、一方ユーザー団体として結束と奉仕活動を指揮してき

ました。

海面利用の未来を見据え、また現場の安全を第一にした

考えを貫かれました。当会も法人設立後、国や代議士など

に受益者負担の原則を掲げ、暫定係留制度の活用やいくつ

かの整備案を提案しました。

北陸でも有数の急流河川であることから進展しませんで

したが、国土交通省の皆様のご理解とご協力をようやく得

られ、今回の整備になりました。
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安部龍太郎氏の第148回直木賞の授
賞式に参加しました。
2月22日　東京会館にて

ざぶん賞の選考委員長の作家、安部龍太郎氏の第148回
直木賞の授賞式が東京で開催されました。

受賞作品「等伯」の出身地、七尾市で取材に協力した当会

メンバーら関係者も参加しお祝いしました。

ざぶん賞2013（第12回）表彰式開催
11月23日　金沢で表彰セレモニー開催　

当会が共催しているざぶん賞の表彰式が、金沢市のエク

セルホテル東急にて開催されました。今回は全国の小中学

生から過去最高の約7,５00作品の応募が、また石川県から
も多くの作品が集まりました。全国表彰と石川県地区表彰

に選ばれた皆様が招かれ、約180名が参加しました。
式では、会長の月尾嘉男氏（東京大学名誉教授）のあいさ

つに続き、司会者と対談形式で、現在の世界と日本の水の問

題をわかりやすく説明いただきました。

続いて来賓を代表し、金沢市長の山野之義氏が、また顧

問の馳 浩氏が歓迎のあいさつ。その後、各入選者に順に賞
が授与されました。石川県内の入選者には、石川県知事賞、

石川県教育委員会賞、金沢市長賞、うみまる賞（金沢、七尾

両海上保安部長表彰）がそれぞれ渡されました。

総会開催。平成24年度の計画が承認
3月9日　輪島市で

総会は、会員、および来賓の皆様、約80名が出席され、能

登支部の協力により、輪島市で開催されました。

議案審議では、引き続き安全指導、パトロールの活動強

化、ライフジャケットの着用徹底を県内各地で行うこと、係

留保管場所整備、海洋体験推進事業、文化創造事業などの

計画が承認されました。　

その後の懇親会では顧問の衆議院議員 北村茂男氏も多
忙の合間にご出席され、ご挨拶をいただきました。

海上指導員講習会を開催
各地で海上安全指導員の講習会を開催しました。

現在、海上安全指導員は42名、パトロール艇は33隻が
委嘱され、海上で活動しています。

マリンレジャー安全推進週間出動式
4月28日　金沢港で（金沢支部）

金沢支部で、大型連休前のマリンレジャー安全推進週間

の出動式を、金沢海上保安部の協力のもと行いました。

約20名、４隻が参加し、金沢港護岸周辺と、港内のパト
ロールを行い、レジャー活動者に安全の指導を行いました。

海の事故ゼロ運動
6月30日　七尾港で（能登支部）

能登支部では能登水難救済会、七尾海上保安部をはじ

め、警察署や消防署、税関と合同で、約120名が参加し、海
の事故ゼロ運動として啓蒙活動を行いました。

巡視艇や当会のパトロール艇による海上安全指導ととも

に、市内の企業から一日海上保安部長２名、保育園児の一日

保安官を任命し、陸上、海上で安全の呼びかけを行いまし

た。

また、会場にブースを設け、海上保安部、警察、税関とと

もに当会の活動のＰＲを行いました。

活動報告
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各地で合同安全訓練、講習会を実施
6月2日　小松安宅沖

加南支部（小松マリンクラブ、手取会）と小松美川水難救

済所の合同海難訓練を実施しました。今年も地域の警察や

消防らとの連携を密にし、行われました。陸上に設置した本

部の指示のもと、海上で迅速な行方不明者捜索、海中転落

者救助、発炎筒点火等の訓練を実施しました。

7月17日・10月5日　羽咋滝港

滝港にて、羽咋支部、羽咋マリンクラブは、羽咋救難所と

の合同のパトロール、および海難訓練に参加しました。金沢

海上保安部の巡視艇わしかぜも参加し、海上保安部員の指

導のもと実施しました。

4月20日　穴水湾、 9月29日・10月6日　珠洲沖、
10月25日　輪島沖

珠洲、輪島、穴水地区でもそれぞれ訓練を実施しました。

輪島では参加18名、船舶6隻、珠洲は38名8隻、穴水は28
名6隻がそれぞれ参加しました。

夏のイベントを各地で開催。
港フェスタ金沢　体験クルージング

7月15日　金沢港

金沢港で開催された港フェスタ2013の事業の一環で、
金沢支部が体験クルージングを行いました。ボート８隻、会

員役30名が協力。
あいにくの天候でしたが、親子をはじめ多くの市民が来

場。晴れ間を見つつできるだけ多くの皆様をお乗せしまし

た。

ボート天国・マリンスポーツチャレンジデー　

7月15日　七尾港

恒例となった七尾港の体験航海「ボート天国」が開催され

ました。多くのご家族や子供たちがボートを体験しました。

七尾マリン協会、雌島クラブ、七尾セーリング協会が協力

しました。

親子ボートフィッシング大会　7月28日 小松・美川
塩屋沖ではキス釣り大会開催　　

今年も小松、美川で、親子を対象としたボートフィッシン

グ大会が開催されました。

小松マリンクラブと手取会のメンバーが主催し、小松で

は約100名、美川では約60名の親子が参加し、きす釣りを
体験しました。

シーカヤック能登島里海フェスティバル、
トライアスロン珠洲大会に協力。
9月28・29日　能登島で開催　

能登島の豊かな自然を探索し、その環境保全と心身の健

全な育成を目的とする能登島里海シーカヤックフェスティ

バル。今年は４回目となり全国から多くの愛好家が参加し

ました。今回は島の沖合の無人島を往復する里海レースや、

ツーリングなどのメニューが用意されました。

当会能登支部が実行委員として運営全般に関わると供

に、走行を監視するボートを提供し、安全な海洋レジャーの

保持に協力しました。

8月24・25日　珠洲　鉢ヶ崎

トライアスロン珠洲大会に、今年も長浜マリン協会の皆

様が、スイムの海上安全において協力いたしました。長浜マ

リン協会のメンバーがボートを提供し、各配置にて監視し

ました。
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各地でクリーンビーチ、森の植樹や草
刈りに参加
5月27日　金沢、 6月23日　小松・加賀

金沢、および小松では、今年もクリーンビーチに協力しま

した。金沢は大野、金石で、小松は小松マリンクラブ約120
名が安宅海岸で参加しました。

大聖寺川漁業組合マリンクラブは、6月23日に山中温泉
の県民の森で草刈りを実施。傾斜のある植林地で、手が行

き届きにくい環境であるからこそ事業の必要性を認識さ

れ、毎年の恒例行事となっています。

利用者協議会に協力
3月2日　講習会開催（橋立漁港）

県の農林水産課の石川県海面利用者協議会に、当会から

遊漁者代表委員として濱田理事が協力しています。3月2日、
橋立漁港で講習会開催。当会から近隣の会員ら8名が参加
しました。

金沢、七尾海上保安部着任のご挨拶

もっと、もっと海を楽しんでください。

もちろん、安全に。

金沢海上保安部長　

中山　泰（なかやま　やすし）

10月9日付で金沢海上保安部長に
着任いたしました中山です。よろし

くお願いします。北陸地方の勤務は

初めてですが、前任地が舞鶴で、同

じ日本海を担当するということで、日

本海の厳しさ、やさしさは認識しているつもりです。

石川県小型船安全協会会員の皆様にあっては、日ごろか

ら海上保安業務に対し、深いご理解と厚いご支援を賜りあ

りがとうございます。

さて、大きな災害のあるたびに言われていることですが、

救助はまず自助、それから共助、公助という順となり、自ら

の命はまず自ら助かる備えが重要となります。初動で頼り

になるのは自分だけという場面を想定しての備えを行って

おく必要があります。

一方、このことは海上では普段の活動全般において当て

はまります。海上での活動は常にこのことを想定していな

ければなりません。

海上保安庁では、自助（自己救命）対策として、○救命胴

衣の常時着用、○防水対策をした携帯電話などの通信手段

の確保、○緊急電話の１１８番の三つをセットとして周知活

動に努めております。

自然を相手にする醍醐味は、変化する環境との上手な付

き合い方の中にあると思います。風向きや波浪の変化など、

さまざまな不確定な要素と相対しながら臨機に対応してい

くといった、日常では味わうことのできない世界がたまらな

いところではないでしょうか。

小型船で海を楽しむ皆様がその醍醐味を、まだ味わって

いない方々へ広めていって、海に親しみ、海を愛する国民を

増やしていってほしいとも思います。

もちろん、そのような楽しみも無事に家まで戻れてこそ

あるわけですので、くどくなることは承知の上で、あらため

て、自己救命策を万全にして、海を畏れ、海を敬い、そして海

を楽しんでください。

最後に会員の皆様と本会のご健勝とご発展を心から祈念

いたします。

安全活動や係留問題の解決に取り組まれて
こられたことに感謝。

七尾海上保安部長　

木津　直樹（きづ　なおき）

4月に初任の部長としてやって参
りました。前任地は本庁総務部情報

通信課です。

石川県での勤務は2回目で、1回目
はこの「BOATMEN Vol.1」が発行
された2000年（平成12年4月）から2年間金沢海上保安部
警備救難課長として皆様にお世話になりました。

当時は現在の高嶋会長が就任されたばかりの頃で、社会

貢献、係留問題への対応などの取り組みについて、保安部な

どで熱く語っておられたことが非常に印象的でした。

一方、保安部では民間救助体制の再編成が進められてお

り、皆様のご協力のもと同年2月には能登水難救済会が、ま
た6月には石川県西部水難救済会が設立されました。
設立に際しましては、貴協会の皆様からの絶大なるご協

力をいただきまして本当にありがとうございました。

あれから13年が経過しておりますが、その間、広島、東京、
境港、門司、東京と点々とする中、貴協会のうわさを聞くた

びに皆様のことを思い出しておりました。

東京（本庁）勤務の時には、海上保安庁観閲式に突然マ

イクロバスで能登支部の皆様がご来場になられたのにはと

行政からのお知らせ
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編集後記　食品産地偽装や作曲偽装の問題が話題になっています。街では「何を信じればいいかわからない」という声が
「決め台詞」で聞こえてきます。自分が確かめたものだけを信じていればいいのでしょうが、ワイドショーやネットがはび
こる昨今は、どうも人の評価で物事の価値を決めている人が多い時代になりました。海や川での活動も、自然を経験して
いない多くの皆様が、とにかく「危ない」と叫び。レジャーに批判的な声もあげます。しかし我々は海や川に出て真実を確
かめている貴重な存在なのです。周りの皆様には誇りをもって、優しく、粘り強く応えていきたいものです。
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